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☆
お
問
い
合
わ
せ
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

　

☎
５
６―
２
１
３
２

☎56‒2132 (直通）地域包括支援センターです

保健・福祉・医療・介護など、さまざまな面から地域に暮らす
高齢者の皆さんを、総合的に支援します。

○79
こんにちは

タ
ー
入
力
し
、一
次
判
定
を
行
い
ま
す
。

●
二
次
判
定
（
認
定
審
査
）

　

一
次
判
定
や
主
治
医
の
意
見
書
な
ど

を
も
と
に
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
専

門
家
が
審
査
し
ま
す
。

③
結
果
の
通
知

　

二
次
判
定
の
審
査
結
果
に
も
と
づ
い

て「
要
支
援
１
・
２
」「
要
介
護
１
〜
５
」

「
非
該
当
」
の
区
分
に
認
定
さ
れ
、
そ

の
結
果
を
通
知
し
ま
す
。
要
介
護
度
に

応
じ
て
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
や
介

護
保
険
で
認
め
ら
れ
る
月
々
の
利
用
限

度
額
な
ど
が
違
い
ま
す
。

④
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
決
め
、

希
望
を
伝
え
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
計
画
）
を
作
っ
た
上

で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
、
ま
ず
町
が
行
う
「
要
介
護
認
定
」

を
受
け
ま
す
。「
要
介
護
認
定
」と
は
、

ど
の
く
ら
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か
、

な
ど
を
判
断
す
る
た
め
の
審
査
で
す
。

①
申
請

　

申
請
の
窓
口
は
役
場
の
町
民
保
険
課

介
護
保
険
担
当
で
す
。
申
請
は
、
本
人

の
ほ
か
家
族
で
も
で
き
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書
（
介
護
保
険
担
当
の
窓
口
に

置
い
て
あ
り
ま
す
）

・
介
護
保
険
の
保
険
証

②
要
介
護
認
定

●
訪
問
調
査

　

町
の
認
定
調
査
員
が
自
宅
等
を
訪
問

し
、
心
身
の
状
態
や
日
中
の
生
活
、
家

族
・
居
住
環
境
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
取

り
調
査
を
行
い
ま
す
。

●
主
治
医
の
意
見
書

　

町
の
依
頼
に
よ
り
主
治
医
が
意
見
書

を
作
成
し
ま
す
。

●
一
次
判
定

　

訪
問
調
査
の
結
果
や
、
主
治
医
の
意

見
書
の
一
部
の
項
目
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

公
民
館
だ
よ
り

☎
５
６―

６
９
０
７（
公
民
館
担
当
）

比
企（
滑
川
町
）

　
　
　

の
つ
ど
い

公民館教室からフラメンコのクラブができました
　6月から10月まで開催したフラメンコ
教室で、初めてフラメンコに親しんだ受講
生の皆さんが、新たにクラブを結成してこ
れからも楽しいレッスンを続けることにな
りました。
　1曲を踊れるまでにはまだ時間がかかり
そうですが、明るい音楽に手拍子も加わっ
て、毎回楽しい時間を過ごしています。興
味のある方はぜひ見学に来てください。

■活動日　毎月第1、3月曜日　10：30～12：00　■場所　滑川町コミュニティセンター　大集会室

　

ご
家
族
を
介
護
し
て
い
る

方
々
が
集
ま
り
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
、
日
々
の
介
護
の

悩
み
を
話
し
合
う
会
で
す
。

【
日
程
】

 

11
月
10
日
（
土
）

【
時
間
】　

 

14

：

00
〜
16

：

00

【
会
場
】　

 

滑
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

セ
ン
タ
ー

【
参
加
費
】

 

２
０
０
円（
茶
菓
子
代
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合

わ
せ

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
」
事
務
局　

☎
０
４
８-

６
６
７-

５
５
５
３

（
月
・
火
・
金　

10

：

00
〜

15

：
00
）

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
８-

６
６
７-

５
９
５
３
（
随
時
受
付
）

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
は

申
請
が
必
要
で
す


